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海水利 用 に依 る植物の 水 耕 に就 い て ｛第二 報｝

一 　　
’

特殊臟水の製 造 と其 の水耕 に對する應 用

　 　 　 　 ！
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緒 言
　 　 　 　 　 ’

　　著者等 は先に海水を其儘植物水耕 の 基本林 抖 として 水稻疏菜等を栽培 して 標準水耕液に 劣

　 らざ る成績 を得た σ・2）の で あるが夊其際同時 に高濃度の 鹽素 の 存在 が碑水使用の 範圍を狹 少

｝”
な ら しめ て をる事 も否み難き曝賽で ある事 も認 めた． 其故署 し簡 單な る虚理 に依 りて 鹽索の

　濃度を低卞せ L め侮出來得 るな らば鹽素以外 の 谷種榮養素 1ま從前 通 り或は之に近 證駄態に 保
　 　 　 　 k

　 ち得 る な らば更に 一居優秀な る水耕液を得 る譯で ある． 然 るに海水中の 最 も注…要な る鹽素化

　合物た る食鹽の 水 に 對す る溶解度の 特異な る性質は著者馨 の 希整す る如 き鰄 水 を比較的容易

　 に作成せ し めたの で あ る．鄙ち常温 よ 砂 100 °C の 範圍 に於 ける澱度の 變 化が食鹽 の水 に對

　 する溶解度に及ぼ す影響慮著 し くな い 故 80 ° C 附近 に 於て 薩 承 を濃縮 して 食鹽 の 一 部を折禺

　分離 すれば 駈期の 鰄 水 を得 る事は困難で はな い 譯で あ る ．本 敷 は此 日的に 適合す る鹹永製造

　 の 條件 と斯 る虞理 に依 りて 得た鰄水を坤 料 とす る水 耕液を用 ぴ て 行 つ 允 水稻 の 水耕 に 關す る

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ’

　報告で あ る ．　　　　　　　　　　
“

　　　　　　　　　　　　　　　　　　實　驗　の　郡

　　 賢驗第 1　 特殊 鹹水 の 製琶條件　　　　e

　　 海水 の 組成鳳本 報告の 豫報に 示 せ る如 くに し て 其 蒸發殘渣中の Ci 含量は質に 55％ 以上

． に 達し其存在が 承耕材料 として の 海水 の 憤値 を低下せ しむ る事は明か で ある 。從 つ て 若 し簡

　單な る靂理 に依つ て 此 Cl 含量を減少ぜ しむる事 を得且 鵬來得 る な らば Cl 以 外の 有效成分

　含星が此 α 除去撮作に 依 りて 大 な る變 化を受 けざ る事 を望 む もの て あ る ．然 筍に 多數の 化

’

合物は常温 よ り 100°C 附近 に 上 る に從つ て 其水に 封 ず る溶解皮 は若 し く増 大す る もの て あ る

　之 に 反 し侮水 中 の 最重要鹽素化合物た る食鹽 の 溶解度 は此湿皮の k 昇 に依 りて 著し き影響 を

　受けざ る事 は1融 ゆ 事 實で ある 3）．以上 の 事賢 に基 斜 翻 頓 100 ° c β伽丘の 温皮に 於て 濃縮

　 して 行けば食盥 の 含量 少 く其以外 の 成分含疉 は海水共 自身 と著 し く異 らな い 温溶液を得 らる

　 曳故此際析出す る食囑 を分離すれば 筋期の 鹸水 を得 る事 ぽ困難て 1まな い と考 えられ る．唯問
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題に如何なる温度に於て如侮なる程度に 濃縮すぺ きかで あ る．温廉に就て は蒸發濃縮時間籏
　 ’　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 ド　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 ’

縮の 意味 に於て 便宜上 80°C を選ん だ・濃縮の 程度 とし て は 1L の 海水 を原篠 の
1
／s・

1
／to” ＞

s
／ae．迄濃縮して 後 80°C の 保温漏斗 に て 析 躡せ る鹽素を濾別 し其溶液の 部分に 蒸溜水 を加 〜

　 　 　 　 　
へ
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て 1L　

“
b　tsし其申の各種元素を定量 した ．其分析結果は第 1 表の如 くで ある．
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萱
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　 5f6229
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　 00t77
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　 s　　 ｝　・　　　 丶 OO135 　　　　　　，　　　　　　 ．

　 　 　 　 　 　 　 OO130

　 　 　 　 　 　 　 16．5496　　　　　　　
’
　　 ミ 、

li
｛ 叉前記の 濃縮の 際に析 出せ る鹽素の 總塁は夫 府 に 5・9350g（三

ん洟縮），17・84509 （
1
！1。 濃縮〉

及び 1960510g
’
（
i
／2e 礎縮）で あっ 掩 ． 　　　　　　

ヒ
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　　上記鹹水 の 似 を見 る LC・N ・Cl の 齦 は
1
！・ 濃縮鯲 て 鷹 し 鹹 少を見す V・。 濃縮にx

　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　りて 略海水の 4遯 程度に低下す る更 に聯 書を進 めて
1
！，。 とな して も CI 含鼠 は ヲ・。 濃縮の 暢

　合 と大差はない ．其他 の 諸成分に 就て は像水濃縮の 程度を進 め る程其含量ぱ城少して 行 くが

　其減 少の 割合za　NaCl の 其 に比す れば遙 に小で ある。以 上 の 結果 よ り見れば海水 を原容穣の・

　エ
ん に濃縮し其際析出す る鹽素 を除去 すれば大髑所期 に 近 き組成 を有す る讖水 を得 る 事が 明

　に な つ た ．其故次に 報告す る水耕試驗に於て は前記の 如 き方法に 依 つ て得た 特殊鹹水 を基本

　絹斜 に 用ふ 」る事 とした．

　　質驗第 2　　鹹 水 と尿水に よ る水排

　　著者等 は前記 の 特殊鹹水と尿水 とを基本材糾 と し て 次の 3種の 水耕 液を作 凱 水稻）臺中 6・5

　號 の 苗を植付 け其生 ず撒 侃及び牧彙を標準水耕液に於 る音 と比 較 し脚，叉之等の 牧穫物 の 化
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

　學的組威 を同一栽培期に於 る 土耕栽培の 牧稜物 と比 較し た ．

　　水耕液の 種煩は従來 の 標準水耕 液の 外に前記 の 餓水 tg夫 汝 に水 遁水 を以て 25（A ）・ 50（B ）・

　100 （C ）倍に稀釋 せ る鷲 を作成 し鍛者は更 に次 の 如 き 2，3，
4 の 3 種 と した ．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ゑ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「
　　 1・標 準麗

　　 2。馘 水 ＋尿 水 （N 纛 を標 準區 と等 し くす る）．

　　 3 ．戯水 ＋尿 水 ＋KH2POI （瓦 P を 標準區 と野 し くす る ）．

　　 4．鹸 水 十 尿 水 十 KH2PO4 十 K2SO4 （N ，
　P ，

　K を 標準 區 と等 し くす る ）．
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 サ

　　以上各水耕液の pH は何れ も 52 附近に保 つ た ．前記 鰄水 は分析粘果に 依 り其食鹽含量が

　 　 　 〆
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　　楙 巾 の 締 。％ に過 ぎざる故融 よ りも濃厚な る液嫺 い て 鹽素の 有害作用 の 現 a5N 可 　 、

ゴ
・
i能性少 き理 な るを以 て 海水の 場合 の 稀釋度 50，

・1。0・200 倍闘 し此麟 2石・
5°・10°倍の 稀

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 t

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 f　　Jt

　　 響 度を用ひ・k ，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
’

　　 1海繊 瞰 水の 各種の 鑼 度鯲 酪 鰍 分の 含it・ig・1・pm を以 て 示せ 1款 の ；・B　〈で あ る
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蜜
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’

　　動 9
　 　 804
1
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．一一・一一一・一一VN “・’nv’“一’“x
　 　 　 　 50 倍

ノ　　　　　 39398

　 　 　 　 　 104
　 　 　 　 ・O．068
　 　 　 　 　 0100

　 　 　 　 　 GOO26
　 》 　　 　 　0 （X）004

　 　 　 　 ・OO262

　 　 　 　 　 0288

　 　 　 　 　 9036
　 　 　 　 27 　Ol2
　 　 　 　 　 53700

　 　 　 　 　 7．100

　 第　　　　2

　 　 　 水

100 倍　　 ・ 200倍

19699　　　　　9849
　Q。52　 ，　 026
　 0034 　　　 0017
　 0050　　 　 0Q25

000d3　　　　　00 ⊂X）65

000CO2　　 0 （  て

O．0131　　　　 0QQ655
0，144　　　　0072
4518 　　　　2259

窄3．5e6　　　　　6．753
26850 　　　　　潔3425
3550 　　　　 i ア75

表

　 　 戯
一

25缶魯（A）　　　　5Q倍（B ）
394．32 　　　　　　 19Z16

　 1．52　　　　　　 0 ア6

　 0 ｛08　　　　　 0054
　 0AO4 　　　　　　　0　052

　 0．7Q8 　　　　　　　0354

　 3き3964 　　　　，喋9482

　 53872 　　　　　　26936

　 11．788　　　　　　　5894

　水

　 100倍（の
　 　 9858

　 　 　 038

　 　 　 0G27

　 　 　 QO26
し

　　　厨η

　　　鷯
　 　 　 2｛叫7

丶

：
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・ 前 認 の 各噬 共 2 箇宛季行に 行遂水耕 液は 3 日毎 に 更新し允．水耕器は内容 2．2L の 硲子 圓
一

　 　 　 　 　 　 　 　 　 f　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ン

筒 に て水黼 の 固定に は欟 爭な る石英礫を充 し揃 瀧 用 tXfe．苗 は齢
’ 17 年鏑 22 即 、

略 騨 本宛鮒 胴 年 8 月 16 日に 牧穫しfO，　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
 

　以下水稻の 生育 ， 牧 量竝に收穫物の 緝成に關 す る調盗 の 結果に 就て 論 明するド

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ■

　 （1）　生育寄苛査

　 水耕培養中草丸 分蘗 ， 穗等 に 就て 調査 した結果 翻 3表 の 通 りで 刻 ゆ 數宇繭 れ 嶇 ・

の 手均値を示す もの で あ る ．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　炉

1

匹 　　矧1

　標 準 癌

・ ・ ｛糞
．

・ ・ ｛1
，
c ・ ｛1

5 月17日
−

草 丈　分蘖
　 cm70

　　 10

725 　 20

750 　2Q
76。0　30

785 　 20

790 　30

83Q　 30

76 ．5　 20

64e 　20

8QO 書O

6 月12 日
　

草丈　分蘖
　 cm75

ア　 3．0

865 　 5．5
950 　 60

990 　6，0
975 　 6．5

870 　 90

980 　 90

955 　 60

840 　60
1050 　 80

第　　　　3
ど
　　 表　　　　　

’

　　 7 月 8 目　　　　　8 月 2 日
　 　 　　　　　　　　

　草丈　分藥　　穗　　　草丈　分蘖　　穗
　 　 cm 　　　　　　　　　　　　　　　 C皿

943 　　85

｛055 　 85

iOl。O　　i2。O
to20　t2e

1025 　 125

970 　 130
tOQO 　 S40

1065 　 125

1000 　 10 。0

1屑 0　 165

60658

．0858090908085tOO

103 歪　　りり．5
｛085 　 1霊5

羽 OO 　 170

1110 　 165

10tVO　 窪35

107 ．0　 ｛80

to7。0　　180

1040 　 瑤60

可06．O　 d30

1190　 195

8085go95gogo1208090130

　 8 月16 日
　

阜丈　分粟　穗
　 c 皿

1063 　斜 0 　 85

｛110 　　｛lO 　　85

｛120 　　160 　　100 　　　　
’

1090　　160　　1i．5

1040 　t30 　100

1100 　180 　110

1090 　190 　120
990 　 ｛50 　rtO。O　　　　　．
io50 　150 　｛10

i180 　195 　　150

上記の 結果観 る tC一榔 解 琶鯲 て 生育歸 で あ 嫩 中 50 倍 と 100倍 の 繭籌灘 冨 に

於 て 稍顯著で あ る 淌 各解 區闇 の 1蹶 に於て 騨 丈て 購 ん ど其優劣はない 力吩 蘗 と矛齣
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次に各鷹に於轟繊穗期 を觀察・して次 の如 き結果 を得 だ 、
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